
転がり軸受
理論・実践ガイドブック

NTN「転がり軸受 理論・実践ガイドブック」発行にあたって

転がり軸受は重要な機械要素として，各種機械・装置に使用されており，その要求性能は

長寿命化，小形・軽量化，高速化，特殊環境への対応などますます高度化・多様化していま

す。特に，最近では軸受を含めた周辺技術や軸受の性能を高める適用技術が求められています。

NTNではこのようなニーズに対応するため，開発・改良を進め機械全体の性能向上に役立つ

よう努めております。

一方，転がり軸受の歴史は古く，紀元前には既に車輪が発明されている他，ころとそりを

用いた重量物の運搬が行われています。それから現在まで，たゆまぬ技術開発が進められて

きた結果として，現在の転がり軸受の基礎理論が確立されました。

転がり軸受は部品点数の少ない，ある意味単純な構造の機械要素であり，それゆえに基礎

理論が重要な意味を持ちます。しかし転がり軸受の基礎理論は材料強度学やトライボロジー

に関連するものが多く，難解な内容も少なくありません。

そこで今般，NTNは，転がり軸受の基礎理論について学ぶ技術者や学生の方々ために，本

書「転がり軸受 理論・実践ガイドブック」を制作しました。

本書では，軸受の運動，内部すきま・予圧，荷重分布，寿命，摩擦，振動等についての各

種理論や計算方法を，できるだけわかりやすく解説しています。また，読者の方が簡易的な

計算を行えるよう，計算に必要な係数値も多く掲載しました。更に，CAEを活用した最新の

計算事例も紹介しています。

多くの方が，本書をもとに転がり軸受の基礎理論を学び，その知識を転がり軸受の選定や

設計に役立てて頂けることを願ってやみません。

なお，「NTN 転がり軸受 総合カタログ（CAT.No.2203/J）」にも技術解説を掲載していま

すので，合わせてご活用ください。

本書をご利用になる前に，本書末尾に記載する「免責事項」を必ずご確認ください。
本書をご利用のお客様には，当該「免責事項」の内容をご承諾頂いた上で本書をご利用されたもの
と見なしますので，予めご了承ください。
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